
図－2　漁港建設業が健全に維持・発展していくための課題と目標

　漁業・漁村と共存関係にある漁港建設業が、地域から愛され、また、
希望と誇りが持てる健全な漁港建設業として維持発展していくため、
全漁建本部及び会員各社は、新漁港建設業将来ビジョンの目標達成
を目指しつつ、以下の認識を共有しながら、具体的行動に取り組んで
いきます。

① SDGs の実現に向けた取り組みの推進
② コンプライアンスの維持
③ 社会的貢献活動の積極的な展開
④ 災害対応などエッセンシャルワーカーとしての活動強化
⑤ 市町村とのパートナーシップの強化と技術者不足支援
⑥ 新型コロナウイルス感染症対策の見える化
⑦ 積極的かつ効果的な情報発信
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■ 地域の守り手など社会的責務の発揮に向けた必要事業量の確保

■ 契約発注の適正化に向けた新担い手３法及び運用指針の徹底

■ 事業量の明示と新たな事業分野を有する次期漁港漁場整備長期計画の策定

■ 一次産業や観光業など新たなビジネスチャンスとなる事業領域の拡大

■ 休日確保など働き方改革の推進による新3K（給与・休暇・希望）の創出
■ i-Constructionやプレキャスト化の推進による生産性の向上
■ キャリアアップシステムの導入促進による技能労働者の適正評価
■ 担い手対策として特定技能外国人労働者受け入れ制度の活用
■ 新3K＋1（家族）など漁港建設業のイメージアップ活動の展開

■ 非接触・遠隔化・省人化など効果的な感染防止対策の推進
■ 新型コロナウイルス感染症罹患者発生時等の適正な対応

■ 水産改革や国土強靭化など政策課題の実現を支援する技術
■ 現場へのICT導入やプレキャスト化など生産性の向上等を支援する技術
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図－1　漁港建設業が果たす社会的責務と活力ある漁業漁村の形成との関係

　漁港建設業は、447 万㎢を有する広大な排他的経済水域の漁業をはじめとした有効な活用や保全、及びその活動
拠点として、全国３万４千㎞の海岸線に 2,790 の漁港を建設してきたことに加え、海の環境保全活動や日々 の漁業活動
支援、さらには、災害時における地域の守り手としての活動など、自他ともに認める社会的使命と責任を自覚しつつ、
希望と誇りを持って活動してきました。
　本ビジョンは、将来にわたり、活力ある漁業・漁村の形成への貢献とともに、これら誇りある社会的責務を果たすため、
漁港建設業が抱える現下の課題を様々な角度から分析し、「地域に愛され夢と誇りある漁港建設業」に向けた理念と
将来のあるべき姿を描き、その実現と持続的発展のためにとるべき方策をとりまとめたものです。

　漁業地域にとって不可欠な社会的責務を今後とも果たしていくためには、漁港建設業自体が健全に維持発展
していく必要があります。このため、我が国水産業や気候変動など漁港建設業を取り巻く環境の変化を整理分
析するとともに、全漁建会員に対して、漁港建設業が健全に維持発展していくうえでの課題とその解決への道
筋についてアンケート調査を行いました。

　以上の結果を踏まえ、本ビジョンの課題として①安定した利益の確保、②将来に希望が持てる漁港建設業、
③安全で魅力ある事業環境の創出、④革新的技術の導入の４つのテーマを設定し、各課題解決に向けた具体的
な道筋を目標として図-２のとおり整理しました。今後、この実現に向け、全漁建会員一丸となって活動に取
り組みます。

　漁港建設業は、水産業の基盤となる漁港・漁場や漁村の生活インフラ整備に加え、災害時における復旧活動
や海の環境保全活動など、地域社会において様々な社会的責務を発揮しています。これは、漁港建設業各社が、
地域に貢献するという高い意識のもと、作業船等の船舶や高度な資機材、人材、技術などを維持しつつ活動して
いるからです。このような漁港建設業による健全な社会的貢献活動は、活力ある漁業・漁村の形成に大変重要
な役割を果たしています（図 -１参照）。

趣　　　旨 これからの漁港建設業への期待

漁港建設業が果たす社会的責務

   漁港建設業が果たす社会的責務

①地域社会への貢献
祭礼等伝統的行事の継承、漁港・海岸等の環境保全活動、
地元の子供たちへの海に関する学習支援など

②地域経済・水産業への貢献
日常の漁業活動支援、漁港建設業を通じた雇用の場の提
供や資機材の調達等による生産誘発効果、地域養殖業へ
の参画など

③地域の守り手としての貢献
地震・津波や近年多発・大規模化する豪雨災害等の復旧
支援、漁業事故災害支援、漁港施設等の日常管理など

④国土保全と形成への貢献
離島や半島等における漁業をはじめとした活動拠点の形
成、不審船等海域の監視活動、国際漂流漂着物処理など
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■ 休日確保など働き方改革の推進による新3K（給与・休暇・希望）の創出
■ i-Constructionやプレキャスト化の推進による生産性の向上
■ キャリアアップシステムの導入促進による技能労働者の適正評価
■ 担い手対策として特定技能外国人労働者受け入れ制度の活用
■ 新3K＋1（家族）など漁港建設業のイメージアップ活動の展開

■ 非接触・遠隔化・省人化など効果的な感染防止対策の推進
■ 新型コロナウイルス感染症罹患者発生時等の適正な対応

■ 水産改革や国土強靭化など政策課題の実現を支援する技術
■ 現場へのICT導入やプレキャスト化など生産性の向上等を支援する技術
■ 回航費や避難回航費など契約発注の適正化を支援する技術
■ その他（石積防波堤や船小屋など伝統的漁港施設整備技術等の維持保全）

〔魅力的な事業環境の創出〕

〔新型コロナ感染防止対策を中心とした安全・安心な事業環境の創出〕

〒104-0032　東京都中央区八丁堀 3丁目 25 番 10 号 JR 八丁堀ビル 5F
電話：03-6661-1155　FAX：03-6661-1166　 E-mail：info@zengyoken.jp
協会 HP　https://www.zengyoken.jp/

一般社団法人　全日本漁港建設協会
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